
道路事業 再評価

一般国道７号 二ツ井今泉道路

令和３年１１月１日
国土交通省 東北地方整備局

ふ た つ い い ま い ず み
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重点審議事業

令和３年度 第２回 事業評価監視委員会 資料



大館市役所T’15= 19,800台/日

T’15= 11,500台/日
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北秋田市役所

能代市

藤里町

北秋田市

大館市

大館能代空港能代東ＩＣ
T’15= 9,200台/日

T’15= 16,500台/日

蟹沢IC

伊勢堂岱IC

至 大仙市

延長（開通済）： ４．５ｋｍ
幅員 ： １３．５ｍ（完成２車線）
道路規格 ： 第１種第３級
設計速度 ： ８０ｋｍ／ｈ
事業化 ： 平成２４年度
用地着手 ： 平成２５年度
工事着手 ： 平成２６年度
事業費・進捗率

•日本海沿岸東北自動車道の一部を構成する自動車専用道路事業
•事故減少
•災害時の信頼性
•救急医療支援
•地域産業・物流支援
•観光地域交流支援
•企業立地支援

○事業の目的 位置図 標準横断図

全体事業費
(うち用地補償費)

執行済み額※

(うち用地補償費)
全体進捗率※

(用地進捗率)
H30再評価時
(うち用地補償費)

完成 ３３５億円
（１９億円）

１９０億円
（１３億円）

８１％
（６４％）

２３５億円
（１９億円）

○計画概要
起終点 ： 自：秋田県能代市二ツ井町小繋

ふ た つ い ま ち

い ま い ず み

二ツ井今泉道路

ふ た つ い いまいずみ

［単位：ｍ］

こ つ な ぎ

至：秋田県北秋田市今泉

１．事業の目的と概要

※進捗率・執行済み額は令和3年3月末時点

社会情勢の変化等

1

：開通済

：事業中

：評価対象区間

：高規格幹線道路

：一般国道

：主要地方道・県道

凡 例

その他道路凡例

道路種別

：市役所

：Ｈ27センサス交通量

平面図

12.0

1.75 1.753.5 3.51.5

（一般部）

（トンネル部）



２．前回評価時からの周辺環境等の変化

秋田県

岩手県

宮城県山形県

福島県

日本海沿岸
東北自動車道

（二ツ井今泉道路）

青森県

位置図

2

◆令和２年12月13日に鷹巣西道路（蟹沢IC～大館能代空港IC）が開通
◆令和３年度より国道105号大覚野峠防災が新規事業化

：開通済

：事業中

：前回評価時からの

変更箇所

：評価対象区間

：高規格幹線道路

：一般国道

：主要地方道・県道

凡 例

その他道路凡例

道路種別

琴丘森岳IC

八竜IC

能代南IC

能代東ＩC

大館北IC

大館南IC

二井田真中IC

鷹巣IC

小繋IC(仮)

二ツ井
白神IC

小坂JCT小坂北IC

大館能代空港IC
伊勢
堂岱ＩＣ

蟹沢
ＩＣ

今泉IC(仮)

285

7

E7

E4

7

105

103

二ツ井今泉道路
延長4.5km

事業中
（Ｒ5年度開通予定）

鷹巣西
道路

（秋田県施工）

Ｒ2開通
延長3.6km

鷹巣大館道路
への接続区間

（国施工）

Ｒ2開通
延長1.7km

小坂IC

十和田IC

鹿角
八幡平IC

五城目
八郎潟IC

7

285

282

341

7

101

101

103

E7

E4

大覚野峠
防災

R3新規事業化
延長5.7km

周辺ネットワーク
状況の変化



延長4.5km
二ツ井今泉道路

大堤下
交差点

小繋
交差点

きみまち阪
交差点

〔小繋IC(仮)〕

今泉交差点
〔今泉IC(仮)〕

冬期・カーブ区間での
正面衝突が多い

R260 R300
R250

R500

R300
R300

R500

R250

カーブ区間 正面衝突発生箇所（冬期）
事故危険箇所（事故ゼロプラン指定箇所）

蟹沢IC
0

0.1

0.2

0.3

0.4

通常期 冬期

（件/月）

その他 6%
その他 15% その他 11%

右左折 9%
右左折 8%人対車両 8%
人対車両 4%車両単独 2%
車両単独 4%

出会い頭 19%

正面衝突 7% 正面衝突
27%

正面衝突
67%

追突
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追突
42%

追突
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秋田県 対象区間

（通年）

対象区間

（冬期）
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出典：H24-R1イタルダデータ

▼事故類型

秋田県平均
18.1件/億台キロ

単路 交差点

119.3
約７倍

冬期の事故の多くが

正面衝突

出典：H24-R1イタルダデータ

0.24件/月

0.38件/月

【3～11月】 【12～2月】

冬期の事故が
約1.6倍多い

出典： H24-R1イタルダデータ

▼対象区間の通常期・冬期の死傷事故割合
（H28～R1）

大
堤
下

交
差
点

小
繋交

差
点

100件/億台キロ
（事故危険箇所）

●事故危険箇所（指定済み）３箇所
●秋田県平均死傷事故率18.1件/億台キロ

⇒事故危険箇所は県平均の約５～７倍の事故率

二ツ井今泉道路は
トンネル区間が約５割

冬期事故を低減

二ツ井今泉道路は
中央分離帯が設置

正面衝突を回避

◆二ツ井今泉道路の現道には事故危険箇所が３箇所存在し、冬期、カーブ区間で正面衝突の事故が発生
◆二ツ井今泉道路の整備により、カーブ連続区間の走行回避、冬期でも安全な交通環境を確保（当該道路の約５割がトンネル区間のため）

３．事業の必要性 （１）事故減少

（件/億台キロ）

▼対象区間の死傷事故率

至
大
館
市

（R5年度開通予定※）

※トンネル工事が順調に進んだ場合

小繋ﾄﾝﾈﾙ(仮)

今泉第一
ﾄﾝﾈﾙ(仮)

今泉第二
ﾄﾝﾈﾙ(仮)

今泉IC(仮)

き
み
ま
ち
阪

交
差
点

小繋IC(仮)

119.3
約７倍

89.5
約５倍

3

今
泉交

差
点

関連性の高い３便益：交通事故減少便益



大館市

北秋田市

藤里町八峰町

能代市

三種町

上小阿仁村

五城目町

八郎潟町

大潟村

▼国道７号の全面通行止め箇所および迂回ルート

資料：H27全国道路・街路交通情勢調査結果
※ピーク時速度（上下最低速度）より算出

Ｈ27年以降の開通区間は70㎞/ｈと設定

釈迦内産業団地

・二井田工業団地
・大館・大館第二工業団地

能代市

大館市

二ツ井今泉道路
延長4.5km

（R5年度開通予定※）

大館南IC

大館北IC

小繋IC
(仮)

二ツ井白神IC
伊勢堂岱IC

N
▼国道７号（能代市～大館市間）の全面通行止め履歴

No. 発生年月日 規制要因 規制時間

① H21.7.19 大雨による二ツ井東トンネルの漏水 3時間

② H23.8.17 大雨による土砂流入 21時間30分

③ H24.1.30 予防的通行規制による除雪、
大雪によるスタック発生 4時間20分

④ H25.8.9 局地的大雨による河川水位上昇 22時間10分

⑤ H25.9.16 台風18号による冠水 5時間20分

H23.8 大雨による土砂流入

H24.1 大雪によるスタック発生状況

74

124

72

0

75

150

現在 迂回時 二ツ井今泉
道路整備時

（分）

▼所要時間の変化
（能代市～大館市）

能代南IC

八竜IC

琴丘森岳IC

・日沿道が未開通区間に当たる国道7号で、交通事故や自然災害が発生し通行
止めとなった場合には、迂回路がないため輸送ができなかった。

・日沿道が全線整備されることで、災害時の代替路が確保される。
（R2.1 秋田県北地域の物流会社ヒアリング結果）

《物流会社の声》

②
⑤

④③

鷹巣IC

二井田真中IC

今泉IC
(仮)

大館能代
空港IC

蟹沢IC

能代東IC

３．事業の必要性 （２）災害時の信頼性

◆国道7号(能代市～大館市)は、第1次緊急輸送道路に指定されているが、H21年以降に全面通行止めが５件発生
◆二ツ井今泉道路の現道や日沿道の未開通区間には迂回路がなく、国道7号の通行止め時に広域迂回が生じる
◆二ツ井今泉道路の整備により、災害時における代替性を確保

日沿道の未開通区間には周辺
に迂回路がない

※トンネル工事が順調に進んだ場合

能代工業団地

大野台工業団地

五城目八郎潟IC

①
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凡 例
開通済
事業中

評価対象区間
高規格幹線道路
一般国道
主要地方道・県道

現在（R3.4）
迂回時
日沿道全線整備時
全面通行止め区間
予防的通行規制
（除雪優先）区間



■ 北秋田市から能代厚生医療センターへの搬送ルート

二ツ井今泉道路
延長4.5km

（R5年度開通予定※）

北秋田市消防本部

鷹巣IC

大館能代
空港IC

蟹沢IC

能代東IC

能代南IC

八竜IC

7

7

285

E7
285

105

N

E7

３．事業の必要性 （３）救急医療支援

◆北秋田市消防本部の管外搬送件数のうち、４割以上が能代・秋田方面の病院へ搬送されており、日沿道を利用
◆沿線地域の脳血管疾患による死亡率は、全国１位の秋田県平均を更に大きく上回り県内でも死亡率が高い
◆二ツ井今泉道路の整備により、時間的な猶予が限られる脳血管疾患の救急搬送を迅速かつ安定的に支援

二井田真中IC

211.9

168.7

86.1

0

50

100

150

200

250

大館・北秋田
・能代保健所

秋田県 全国

10万人対 日沿道沿線地域は
更に秋田県平均
を約３割上回る

資料：R1秋田県衛生統計年鑑

秋田県の死亡率
全国１位

能代市内や秋田市内の病
院への搬送において日沿道
の利用率が高いので、開通
による安定走行や時間短
縮に期待している。
救急活動において、より迅
速な高次医療施設への搬
送は不可欠なので、日沿道
の全線整備は重要である。

(Ｒ2.9 ヒアリング結果)

《救急隊員の声》■ 脳血管疾患による死亡率(地域別)

大館鹿
角

56%

その他
2%

131件
（R2年）

■ 北秋田消防本部の管外搬送件数割合

資料：北秋田市消防本部資料

能代山本
19％

秋田周辺
23％

今泉
IC(仮)小繋IC(仮)二ツ井

白神IC

※トンネル工事が順調に進んだ場合

概ね半数は能代・秋田方面
三種町

能代市

大館市

北秋田市

伊勢堂岱
IC

能代山本
医師会病院

(二次)

能代厚生
医療センター

(二次)

秋田大学医学部附属病院（三次）へ

5

凡 例
開通済
事業中

評価対象区間
高規格幹線道路
一般国道
主要地方道・県道

60 65 70 75 80 85 90
55%

60%

65%

70%

75%

80%

生
存
率(

％)

搬送時間(分)

脳梗塞の時間別生存率

81分

65％

79分

67％

・搬送時間：81分→79分
（約2分短縮※）

・生存率 ：65％→67％
（約2ポイント増加）

■搬送時間と生存率の改善（脳梗塞の例）

資料：道路整備による救急医療改善効果、藤本ら
（交通工学、2010年9月）

※H27道路交通センサスピーク時速度より算出



凡 例
開通済
事業中

評価対象区間
高規格幹線道路
一般国道
主要地方道・県道

大館市

北秋田市

藤里町八峰町

能代市

三種町

小坂町

大潟村

鹿角市

＜輸送ルート＞
枝豆
ねぎ

鷹巣IC

二井田真中IC今泉
IC(仮)

小繋
IC(仮)

二ツ井白神IC
大館能代
空港IC

蟹沢IC

伊勢
堂岱IC

大館南IC

大館北IC

小坂北
IC

小坂JCT

小坂IC

十和田IC

鹿角八幡平IC
能代東IC

能代南IC

八竜IC

琴丘森岳IC

関東へ出荷

二ツ井今泉道路
延長4.5km

（R5年度開通予定※）

285

E77

E7 E4
JAあきた北

JAあきた白神
（園芸メガ団地）

JAかづの

JA秋田
たかのす

105

JA秋田やまもと

大館能代空港

※トンネル工事が順調に進んだ場合
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積込積込

積込積込

積込積込積込積込

積込積込

■ 枝豆の東京都中央卸売市場シェア
（7～10月）

■枝豆の販売量の推移

資料：東京都中央卸売市場HP

群馬
32%

秋田
29%

山形
13%

新潟
7%

埼玉
7%

千葉
4%

神奈川
2%その他

6%

R2
（7～10月）

4,035t

全国2位

日沿道の整備が進み、関東方面への輸送ルートが複数出来た事
で、「積み合わせ」が可能となり、輸送の効率化が図られた。
カーブでの横揺れや、交差点によるブレーキが荷痛みリスクに繋が
り、走行性の良い自専道には期待する。 （R3.8 ヒアリング）

秋田県北地域の青果物の集荷において、日沿道の全線開通に
よる時間短縮に期待している。 （R1.9 ヒアリング）

《農業関係企業・物流企業》

◆秋田県産の「ねぎ」と「枝豆」の東京都中央卸売市場の取扱量は全国トップクラス。県北地域では農産品の生産性強化を推進
◆関東方面へ「ねぎ」を出荷する際には日沿道を利用。「枝豆」も沿線の各JAを経由し大型トラックに積込ながら輸送
◆二ツ井今泉道路の整備により輸送効率化が図られ、鮮度維持等、地域産業の振興を支援

３．事業の必要性 （４）地域産業・物流支援

■「ねぎ」と「枝豆」の出荷ルート

写真：秋田県HP

写真
JAあきた白神HP

秋田
15%

茨城
13%

青森
13%

北海道
10%

栃木
9%

千葉
9%

埼玉
7%

その他
24%

R2
（10～12月）

16,241t

■ ねぎの東京都中央卸売市場シェア
（R2.10～12月）

資料：東京都中央卸売市場HP

全国1位
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(ha)

■ ねぎの栽培面積の推移
（能代市）

資料：JAあきた白神 ねぎ部会資料
(計画)

資料：JAあきた白神 ねぎ部会資料

147181
244252225

395
472479

570555
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872818
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763800
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1,775
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H2
2
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H2
4

H2
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H2
6

H2
7

H2
8

H2
9

H3
0 R1 R2

販売額

・昭和男鹿半島IC~秋田南IC開通
・秋田道が東北道と接続[H9末]

・琴丘能代道路（琴丘森岳~八竜）開通[H14.3]

・琴丘能代道路（能代東~二ツ井白神）開通[H19.8]

・大館北～小坂、大館西道路開通[H25.11]

・鷹巣大館道路（鷹巣～二ツ井真中）開通[H28.10]

・能代市園芸メガ団地の整備開始（H26～）

・鷹巣西道路
（蟹沢～大館能代空港）
開通[R2.12]

・鷹巣大館道路（大館能代空港～鷹巣）開通[H30.3]

（百万円）
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■ 白神ねぎの販売額の推移

1.72 2.12 2.14 
4.13 

2.50 

12.92 
14.76 

0

5

10

15

H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2

(ｔ)

資料：JAあきた白神

[H28.10] 鷹巣大館道路
（鷹巣～二ツ井真中）

[H30.3] 鷹巣大館道路
（大館能代空港～鷹巣）

[R2.12] 鷹巣西道路
（蟹沢～大館能代空港）

JAあきた
白神

積込積込

秋田市・関東へ出荷



白神山地

7,611 6,695 6,714 6,837 8,014 

0
2,000
4,000
6,000
8,000

10,000

H27 H28 H29 H30 R1

(千人)

■ 県北地域の全体観光入込客数の変化

資料：秋田県観光統計
県北地域：八峰町、藤里町、能代市、三種町、大館市、

北秋田市、上小阿仁村、小坂町、鹿角市

観光入込客数の増加は、日沿道が整備されたことも要因の一つと考えられる。

日沿道の全線整備により、東北道から能代市への移動がスムーズになり、更なる
観光客の増加が期待される。 (R1.9、10 能代市ヒアリング結果)

日沿道の全線整備により、県内のみならず、北東北3県の周遊ルートとして活用が
期待され、地域の観光資源の魅力向上にも繋がる。 （R2.1 大館市ヒアリング結果）

《自治体の声》
鷹巣IC～二井田

真中IC開通
大館能代空港IC
～鷹巣IC開通

12 15 
28 

34 
41 

0

10

20

30

40

50

H27 H28 H29 H30 R1

(千人)

■ 県北地域の外国人滞在者数の変化

資料：RESAS
出典：株式会社ＮＴＴドコモ・株式会社ドコモ・インサイトマーケティング

「モバイル空間統計®」
集計対象：日中（10～18時）に県北地域に滞在した外国人

３．事業の必要性 （５）観光地域交流支援

◆秋田県北地域では大館能代空港を中心とした観光エリアが多数存在しており、観光入込客数及び外国人滞在者数は増加傾向
◆沿線地域では世界自然遺産の「白神山地」に加え、新しく世界文化遺産に「北海道・北東北の縄文遺跡群」が登録
◆二ツ井今泉道路の整備により、大館能代空港を中心とした観光周遊エリアの拡大に期待

大館市

北秋田市

藤里町

八峰町

能代市

三種町

上小阿仁村

鹿角市

八郎潟町

大潟村

小坂町

■ 観光入込客数5万人以上の地点 ・ 世界遺産に登録された自然や文化

ハタハタ館

八幡平温泉郷

湯瀬温泉郷

矢立温泉郷

鹿角観光
ふるさと館

ニプロハチ公ドーム
（大館樹海ドーム）

北欧の杜公園

道の駅 かみこあに

能代エナジアムパーク

はちもり観光市

体験学習物産館
サンバリオ

釜谷浜海水浴場

道の駅 おおゆ
（H30年4月オープン）

道の駅 ひない

四季美館

道の駅 こさか七滝

大館能代空港
285

E7

7

E7

E4

7

105

伊勢堂岱遺跡
R3年世界遺産
登録決定

二ツ井今泉道路
延長4.5km

（R5年度開通予定※）

大館能代空港IC
鷹巣IC

二井田真中IC道の駅 たかのす
伊勢堂岱温泉

縄文の湯今泉IC
(仮)

103

二ツ井
白神IC 小繋IC

(仮)

道の駅ふたつい
（H30年7月移転オープン）

蟹沢
IC

伊勢
堂岱
IC

大湯温泉郷
雪沢温泉郷

能代東
IC

能代南
IC

八竜IC

琴丘森岳IC

碇ヶ関IC

小坂北IC
小坂
JCT

大館北
IC

大館南IC

秋田犬の里
（R1年５月オープン）

小坂
IC

十和田
IC

鹿角
八幡平
IC

大湯環状列石
R3年世界遺産
登録決定

※トンネル工事が順調に進んだ場合

7

凡 例
開通済
事業中

評価対象区間
高規格幹線道路
一般国道
主要地方道・県道

＜観光地点＞※H31年で5万人以上の観光地点
北秋田市・上小阿仁村・能代市・八峰町・三種町
鹿角市・小坂町・大館市
H28年以降で新たに入込客数が5万人以上となった地点
世界文化遺産（北海道・東北の縄文遺跡群）

構成資産
関連資産

北海道

秋田県
岩手県

青森県

北海道・北東北の縄文遺跡群

白神山地のブナ林
岳岱（だけだい）

伊勢堂岱遺跡

伊勢堂岱
遺跡

大湯環状
列石

世界自然遺産

白神山地
世界遺産
センター



■高卒者求人倍率の推移

■工業団地の拡張

工業団地拡張中
面積：約11.4ha

大館第二工業団地

二井田工業団地

大館工業団地

大館市：工場新設・増設 新規工業団地を拡張

工業団地拡張済み
面積：約1.9ha

0.56
0.83

1.24
1.72

2.42
2.01

2.86
3.13 3.42

2.82

2.52

0

1

2

3

4

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1

秋田県北地域

秋田県

全国

資料：秋田県労働局、厚生労働省※各年7月時点の求人倍率

全国・秋田県平均に比べ
高水準を維持

釈迦内産業団地

H24～R2で新設した工場

H24～R2で増設した工場

北秋田大野台
工業団地

二ツ井今泉道路
延長4.5km

（R5年度開通予定※）

・二井田工業団地
・大館工業団地
・大館第二工業団地

能代方面への輸送では、時間短縮とドライバーの
負担軽減が期待でき、信号交差点の通過が減れ
ば円滑な輸送に繋がる。

（R3.2 ヒアリング）

日沿道の全線整備は、安定性・安全性が確保さ
れた輸送に寄与する。また、通勤圏の拡大や利便
性向上に繋がると期待している。

（R1.12 ヒアリング）

《大館工業団地内・周辺企業の声》

N

３．事業の必要性 （６）企業立地支援

◆日沿道の開通時期公表や開通延伸に伴い、大館市と北秋田市では企業の新増設が進み、多くの新規雇用者数を創出
◆秋田県北地域の高卒者求人倍率は高水準を維持しており、地元企業は雇用の拡大を図っている
◆二ツ井今泉道路の整備により、県北地域への企業進出や新規雇用を支援

※トンネル工事が順調に進んだ場合

大館市
北秋田市

藤里町 小坂町

■北秋田市の新増設件数と新規雇用者数*1の推移 ■大館市の新設増設件数と新規雇用者数*2の推移

1工場3工場4工場 4工場
5工場

6工場
8工場

12工場
16工場

17工場
20工場

17
47 57 57 67 88
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新
規
雇
用
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計

新
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件
数
累
計

新設増設件数累計

新規雇用者数累計

（人）（件）

（年度）

資料：北秋田市提供

20工場が新増設192名の雇用創出

※工場数はH22からの累計値

H23.4
大館北～小坂
開通時期公表

H25.11
大館北～小坂

開通

H28.10
鷹巣～二井田真中

開通

*1：正規雇用者数
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579 628 628
685 693 703
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71工場
73工場

78工場

資料：大館市提供

16工場
28工場

41工場

1工場 1工場

58工場

※工場数はH22からの累計値

61工場

*2：パート含みの
雇用者数

78工場が新増設 703名の雇用創出

67工場

H23.4
大館北～小坂
開通時期公表

H25.11
大館北～小坂

開通

H28.10
鷹巣～二井田真中

開通

H30.3
空港～鷹巣

開通

延べ38億円の投資（H22～R2） 延べ665億の投資（H24～R2）

※R2の新規雇用者数は見込みを含む

H30.3
空港～鷹巣

開通

R2.12
蟹沢～空港

開通

R2.12
蟹沢～空港

開通

鷹巣IC

二井田真中IC

今泉
IC(仮)

小繋IC(仮)

二ツ井白神IC
大館能代
空港IC

蟹沢IC

伊勢堂岱IC

大館北IC

小坂北
IC

小坂JCT

小坂IC

十和田IC

大館南IC

能代市

能代港

能代東IC

能代南IC
能代木材
工業団地

能代工業団地

八竜IC

八峰町
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凡 例
開通済
事業中

評価対象区間
高規格幹線道路
一般国道
主要地方道・県道



４．事業計画の変更内容

◆二ツ井今泉道路の事業費増（全体事業費２３５億円→３３５億円） 増４３％ （１００億円）

項 目 増額 増額要因 概 要

①軟弱地盤対策の増加 36億円 現場条件の変更 地盤改良費用の増加

②トンネル支保パターンの変更 38億円 現場条件の変更 トンネル支保パターン変更
③土質改良の増加 26億円 現場条件の変更 土質改良費用の増加

増 額 計 100億円

①軟弱地盤対策の増加

③土質改良の増加

②トンネル支保
パターンの変更

蟹沢ＩＣ

9



経緯
〇前回再評価（H30）において、盛土箇所の軟弱地盤対策として中層混合処理を計上。
〇Ｒ１函渠工の床堀に着手したところ、中層混合に適さない礫層が確認されたことから、工法見直しのた
め、追加ボーリング調査を行った。
〇調査の結果、礫層が広範囲に確認されたことから、礫層の改良が可能な深層混合処理工法に変更した。
〇また、支持層も当初想定よりも深く、改良深度が5.2mから8.5mになるとともに、試料から配合試験
を行ったところ、改良材の添加量が前回計画の150kg/m3から449kg/m3となった。

４．事業計画の変更内容 ①軟弱地盤対策の増加（経緯）（１／３） 現場条件の変更
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函渠工

地盤改良範囲

既存 Br（H26）
追加 Br（R1）

▼ 函渠床掘(礫混り土砂)
当初計画（事業化時：２段盛土（盛土高さ約１３ｍ）） 前回変更（縦断変更：重金属土封込８段盛土（盛土高さ約４０ｍ））

重金属土封込対策のため
縦断変更し高盛土に変更

前回：中層混合処理
改良深度5.2m（11万m3）
添加量150kg/m3

今回：深層混合処理
改良深度8.5m（18万m3）
添加量449kg/m3
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①軟弱地盤対策の増加（＋３６億円）
○前回変更計画： ７億円
・中層混合処理
・平均改良深度：５.２ｍ（約１１万m3）
・改良材：高炉セメントＢ（150kg/m3）

○今回変更計画： ４３億円
・深層混合処理
・平均改良深度：８．５m（約１８万m3）
・改良材：高炉セメントＢ（449kg/m3）

▼中層混合(ﾊﾟﾜｰﾌﾞﾚﾝﾀﾞｰ工法)

▼深層混合(スラリー撹拌工)

４．事業計画の変更内容 ①軟弱地盤対策の増加（対策）（２／３） 現場条件の変更
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▼A－Ａ断面

H26ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞH26ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ

Ｒ１ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ

Ｒ１ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ

前回支持地盤線
変更支持地盤線

Ａ

Ａ

Ａ－Ａ断面
投影範囲

前回変更 今回変更 変動

施工方法 中層混合処理 深層混合処理 －
５．２ｍ

（１１万m3）

添加量

所要額 ７億円 ４３億円 ＋３６億円

８．５ｍ
（１８万m3）

＋３．３ｍ
（＋７万m3）

改良深度
（対象数量）

１５０kg/m3 ４４９kg/m3 ＋２９９kg/m3



４．事業計画の変更内容 ①軟弱地盤対策の増加（比較）（３／３） 現場条件の変更

高盛土箇所において軟弱地盤対策が必要となったため、最適な対策案を
検討比較
○第１案：現在の高盛土案（重金属土封込案）
⇒ １０６億円 【採用】

○第２案：現在の高盛土案から高架橋に変更案

⇒ ３４８億円

よって、第１案（高盛土（軟弱地盤対策含む））が経済的である。

12

第２案：高架橋案（L=320m）

【第１案】
現在の高盛土案

（重金属土封込案）

（対策案概念図）

盛土

自然由来
重金属含有土

保護砂

舗装

現在の高盛土案
（重金属土封込案）

高架橋案

自然由来
重金属土及び

重金属土封込用盛土
⇒ 最終処分が必要

地盤改良

河川付替
L=350m

道路付替
L=350m

重金属対策
（管理型盛土）

高架橋
L=320m

【対策費用比較】 第１案 第２案

重金属対策
※重金属土封込対策費用

１８億円
（３３万ｍ３）

－

封込盛土
※盛土材の土質改良含む

２３億円
（２３万ｍ３）

－

河川道路付替（機能補償）
※函渠含む

２２億円 －

軟弱地盤対策
※今回評価において追加となった分

４３億円
（１８万ｍ３）

－

高架橋
－ ４１億円

（３２０ｍ）

残土処分（通常切土）
※封込盛土に使用予定だった切土で
他工区へ流用盛土出来ない残土分

－ ６６億円
（１３万ｍ３）

残土処分（重金属土）
－ ２４１億円

（３３万ｍ３）

合計
１０６億円
【採用】

３４８億円

【第１案】 【第２案】



小繋トンネル（仮）
L=1,153m

▼地質縦断図
今泉第一トンネル（仮）

L=797m

前回計画

今回計画

ＣⅠ
ＣⅡ
ＤⅠ
ＤⅢ

：ボーリング箇所
今泉第二トンネル（仮）

L=307m

▲施工途中の切羽崩壊状況
（今泉第二トンネル）

トンネル湧水対策

鏡ﾛｯｸﾎﾞﾙﾄ 鏡ﾛｯｸﾎﾞﾙﾄ

４．事業計画の変更内容 ②トンネル支保パターンの変更 現場条件の変更
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①トンネル支保パターンの変更（＋3８億円）
○前回計画 ：124億円
・支保パターン CⅠ、CⅡ、DⅠ、DⅢ、補助工法
○今回変更計画：16２億円

・支保パターン CⅠ(-455m)、CⅡ(-124m)、DⅠ(+545m)、DⅢ(+34m)、
補助工法(+586m)

経緯

〇前回再評価（H30）において今泉第一トンネル(仮)、第二トンネル(仮)は縦断変更に伴い支保パターンの変更、補助工法の追加を計上。

なお、小繋トンネルについては変更なし。

〇小繋トンネル、今泉第二トンネルはR2.12に貫通したことから、支保パターン、補助工法を実績で変更。

〇今泉第一トンネルについては797mのうち、774ｍ（R3.10.25時点）の掘削が完了しており、見直しの必要無し。

掘削完了
※今回、支保パターン、補助工法変更

掘削完了
※今回、支保パターン、
補助工法変更

掘削中
※前回支保パターン変更済

前回計画 今回変更 変動

455m 0m

（10億円） （0億円）

124m 0m

（4億円） （0億円）

807m 1,352m

（41億円） （74億円）

867m 901m

（49億円） （52億円）

780m 1,366m

（20億円） (36億円）

所要額 124億円 162億円 +38億円

-10億円

-4億円

+33億円

+3億円

+16億円

硬岩（ＣⅠ）

中硬岩（ＣⅡ）

軟岩（ＤⅠ）

低土被り（ＤⅢ）

補助工法



４．事業計画の変更内容 ③土質改良の増加 （１／２） 現場条件の変更

▼現地状況
コーン指数の基準値

【第３種建設発生土】
通常の施工が確保される粘性土
及びこれに準拠するもの

コーン指数ｑｃ＝400kN/m2以上

建設発生土利用技術マニュアル
（財団法人土木研究センターより）

コーン指数ｑｃ＝215kN/m2の状況

▼平面図 切土箇所

▲配合試験報告書

６０kg/m3

No.1
No.2

No3

路体盛土として流用には土質改良が必要
コーン指数 ｑｃ＝264（試験平均値） ＜ 400kN/m2 （基準値）

▲土質混合機械での作業状況

▲切土部地質調査結果（H30.12）

①土質改良の増加（＋２６億円）
○当初計画： ０億円
・対策なし
○今回変更計画： ２６億円
・土質改良（4２万m3 添加量60kg/m3）

経緯

〇切土発生土は路体盛土に流用する計画であり、H２９調査では、想定コーン指数は540kN/m2であり流用可能であった。

〇Ｈ３０に切土着手後、採取土で試験を行ったところ、コーン指数が215～296kN/m2と想定より低く、改良が必要となった。

〇配合試験の結果、ブル押しかつ、路体盛土に用いる為に必要なコーン指数400kN/m2を得るために60㎏/m3の添加量が必要となった。

〇施工箇所周辺は耕作地である事から、改良材の飛散防止のため自走式土質改良機による施工が必要となった。
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所要額 － ２６億円 ＋２６億円

対象数量 － ４２万m3 ＋４２万m3

添加量 － ６０kg/m3

前回変更 今回変更

+６０kg/m3

変動



４．事業計画の変更内容 ③土質改良の増加（比較） （２／２） 現場条件の変更

建設発生土の官民有効利
用マッチングシステム

受け入れ先の発生土条件
が全て第3種建設発生土の
ため、発生する切土は、最

終処分せざるを得ない
（第１案） （第２案）

■購入土 V=350,000m3
350,000m3×5,100円/m3 ⇒ １８億円

■処分費 V=350,000m3
51,700円/m3×35万m3 ⇒ １８１億円

※運搬距離L=32km
対策費用計 １９９億円
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■改良費 V=350,000×1.2（ﾙｰｽﾞ）：42万m3
3,800円/m3×42万m3  ⇒ １６億円

※自走式改良
■改良材 25,200t

39,100円/t×25,200t ⇒ １０億円
対策費用計 ２６億円

■公共工事一覧

開始 終了

1 21571601 300050065
秋田県山本地域振興局 農林
部

05202 秋田県能代市 搬入 想定数量の情報 2020年10月 2022年03月 第３種建設発生土 30,000

2 21798101 300050085
秋田県仙北地域振興局 農林
部

05203 秋田県横手市 搬入 想定数量の情報 2020年09月 2022年03月 第３種建設発生土 10,000

3 21798401 300050110
秋田県北秋田地域振興局 建
設部

05204 秋田県大館市 搬入 計画数量の情報 2022年03月 2026年03月 第３種建設発生土 23,000

4 21144302 500052040
秋田県大館市

05204 秋田県大館市 搬入 想定数量の情報 2020年04月 2021年12月 第２種建設発生土 5,000

5 21572001 300050185
秋田県雄勝地域振興局 建設
部

05207 秋田県湯沢市 搬入 想定数量の情報 2020年08月 2025年12月 第３種建設発生土 100,000

6 20983901 300050085
秋田県仙北地域振興局 農林
部

05212 秋田県大仙市 搬入 想定数量の情報 2022年05月 2024年07月 第３種建設発生土 25,000

7 21131901 300050085
秋田県仙北地域振興局 農林
部

05212 秋田県大仙市 搬入 想定数量の情報 2020年04月 2022年07月 第３種建設発生土 30,000

8 21571701 300050085
秋田県仙北地域振興局 農林
部

05434 秋田県仙北郡美郷町 搬入 想定数量の情報 2021年05月 2021年08月 第３種建設発生土 27,000

土質区分 土量 (m3)No マッチング番号 機関コード 発注者名 住所コード 施工場所 搬出入区分 情報ランク
土工期

切土を盛土に流用する場合、土質改良が必要となったため、最適な対策案を検討比較
○第１案：土質改良が必要な切土を改良して盛土材として流用する案 ⇒ ２６億円 【採用】
○第２案：購入土により盛土を計画し、土質改良が必要な切土は処分する案 ⇒ １９９億円
よって、切土を土質改良して盛土材として流用する方が経済的である。

▼建設発生土の官民有効利用マッチングシステム

【対策費用比較】 第１案 第２案

購入土
－ １８億円

（３５万ｍ３）

残土処分
※改良が必要な切土の運搬処分費

－ １８１億円
（３５万ｍ３）

土質改良
※改良費用含む（添加量60kg/m3）

２６億円
（４２万ｍ３）

－

合計
２６億円
【採用】

１９９億円



■機能補償のボックスカルバート集約（－１．３億円）
○当初計画：４．３億円
・当初道路（林道）、水路を個々に付替を予定

○変更計画：３．０億円
・関係機関との調整により道路（林道）函渠に水路を集約

当初計画 変更計画 変動

道路函渠 73.7m
（2.0億円）

73.7m
（2.5億円） ＋0.5億円

水路函渠 111m
（1.5億円） － －１.5億円

袖擁壁等 0.8億円 0.5億円 －0.3億円

所要額 4.3億円 3.0億円 －1.3億円
No.519付近林道用函渠（73.7m）

No.520付近水路用函渠（111m）

ＢＯＸ-ＣＬ水路-ＣＬ

1 00 080 0

40 0 90 0

8
00

2
00

0

1 80 0

500

2
80

0

FH

640 0

6
10

0

5 00

5
00

90
3
80

0
5
10

1 20 0 400 0 120 0

3 20 0 320 0

7
00

4
40

0
10

0
0

2.0% 2.0%

10
0

地盤改良

地盤改良

1000

1 00 0

15000

40
00

▼当初計画

地盤改良（想定）

12 00
7 600

120 05 200

1
0
0
0

7
3
0
0

5
0
0
0

1
3
0
0

FH

2.0% 2.0%

6
9
0

3
8
0
0

5
1
0

4 0 0 400 0800

6
5
0

4
3
5
0

5
0
0

5 0 0

▼変更計画
水路上流堰堤から水路改修し、道路函渠計画位置に水路を集約

５．コスト縮減への取組事例（機能補償のボックスカルバート集約）
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６．事業の投資効果

17

前回 今回 変化 変 更 概 要

基準年度（評価年度） H30 R3 あり ・社会情勢の変化（事業費増）による
事業期間 H24～R3 H24～R5 ＋2 ・10年間 → 12年間
費用便益分析マニュアル H30.2 －
計画交通量推計年度 R12 －
計画交通量推計ＯＤ（フレーム） H22OD －

計画交通量（台／日） 12,200 12,100 -100 ・NW条件の変化
国道105大覚野峠防災 R3新規事業化

事業費 億円 235（※） 335 +100 ・43%増。事業計画の変更内容のとおり
※事業化時：150億円、H30再評価時85億円増

費
用
便
益

億
円

全体
総便益Ｂ （現在価値） 206 205 -1

・事業費の増、事業期間の延長に伴うB/Cの減少総費用Ｃ （現在価値） 222 337 115
費用便益比（Ｂ／Ｃ） 0.9 0.6 -0.3

残
事業

総便益Ｂ （現在価値） 206 205 -1
・残事業費の減に伴うB/Cの増加総費用Ｃ （現在価値） 140 101 -39

費用便益比（Ｂ／Ｃ） 1.5 2.0 0.5

〇算出条件・費用便益分析の前回比較

全 体
（億円）

便益 B
走行時間短縮 走行経費減少 交通事故減少 総便益

172 27 6.0 205
費用 C

事業費 維持修繕費 総費用
324 13 337

B／C 0.6

残事業
（億円）

便益 B
走行時間短縮 走行経費減少 交通事故減少 総便益

172 27 6.0 205
費用 C

事業費 維持修繕費 総費用
87 13 101

B／C 2.0

〇今回の費用便益分析 〇今回の感度分析

【全 体】
交 通 量：（-10%～+10%） 0.5 ～ 0.7
事 業 費：（-10%～+10%） 0.6 ～ 0.6
事業期間：（-1年～+1年） 0.6 ～ 0.6

【残事業】
交 通 量：（-10%～+10%） 1.6 ～ 2.5
事 業 費：（-10%～+10%） 2.2 ～ 1.9
事業期間：（-1年～+1年） 2.1 ～ 2.0

※費用及び便益の合計は表示桁数の関係で計算値と一致しない場合がある。



７．事業の必要性に関する視点

９．コスト縮減や代替案立案等の可能性の視点

８．事業の進捗の見込みの視点

○令和５年度に全線開通予定。

１）事業を巡る社会情勢等の関する視点
事業目的である、事故減少、災害時の信頼性、救急医療支援、地域産業・物流支援、観光地域交流支援、企業立地支援等が
必要な状況は変化していない。

２）事業の投資効果 B/Cが事業全体で0.6となるが、残事業で2.0を確保。
３）費用便益分析に含まれない効果が確認されている。

１０．地方公共団体等の意見

１１．対応方針（原案）

18

○機能補償のボックスカルバートを集約化しコスト縮減を図るとともに、引き続きコスト縮減を図りながら事業を推進していく。

○秋田県知事の意見
国の対応方針（原案）（案）については、異議ありません。
但し、次の事項を要請します。
１ 当該路線は、日本海沿岸東北自動車道の一部区間を整備するものであり、産業・企業活動の活性化、物流の効率化、観光

振興、安全性の向上、災害時におけるリダンダンシーの確保等、様々な観点から多大な効果が見込まれることから、引き続き、可能
な限りコスト縮減に努め、令和５年度内の早期に完成できるよう事業を促進すること。

２ 当該路線の東側に隣接する現道活用区間の「(仮)今泉ＩＣ～蟹沢ＩＣ間」について、国が責任を持って、高速道路ネットワーク
として整備すること。
また、その整備内容及びスケジュールを早期に明らかにすること。

事業継続
（理由）事故減少、災害時の信頼性、救急医療支援、地域産業・物流支援、観光地域交流支援、企業立地支援等のため、早期整備の必要性が高い。
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一般国道７号
二ツ井今泉道路

秋田県

事業中
開通済み区間
一般県道

凡 例

トンネル区間

施工中

施工済

Ｒ3.９末現在

①起点側からの全景

１２．事業の進捗状況 一般国道７号 二ツ井今泉道路

小繋ﾄﾝﾈﾙ(仮) 
1,153m

今泉第一ﾄﾝﾈﾙ(仮)
797m

今泉第二ﾄﾝﾈﾙ(仮) 
307m

着工前

④函渠工工事
〔今泉・造坂地区〕

③トンネル工事
〔小繋TN(仮)終点坑口付近〕

至 大館能代空港IC
おおだて のしろ くうこう
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国道7号（至 大館市）
おおだてし

至 小繋IC(仮称)こつなぎ

至 今泉IC(仮称)
いまいずみ

７

②今泉・造坂地区

撮影：令和３年９月３０日撮影：令和２年１２月５日

撮影：令和３年８月３０日

撮影：令和３年８月２日
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費用便益分析に含まれない効果

一般国道７号 二ツ井今泉道路
ふ た つ い い ま い ず み



国道７号 二ツ井今泉道路 の費用便益分析結果

項目 全体事業 残事業

費用

事業費 ３２４億円 ８７億円

維持管理費 １３億円 １３億円

総費用（C） ３３７億円 １０１億円

効果

便益

走行時間短縮便益 １７２億円 １７２億円

走行経費減少便益 ２７億円 ２７億円

交通事故減少便益 ６．０億円 ６．０億円

総便益 ２０５億円 ２０５億円

B/C ０．６ ２．０

その他の
効果

時間信頼性向上 所要時間のバラツキを考慮した余裕時間が短縮（約８億円）

産業支援 物流アクセス向上、物流効率化により、北秋田市周辺地域へ企業進出促進に寄与（約２４億円、約１７８億円）

観光支援 秋田県北地域相互の観光交流人口が増加し、観光交流の促進を支援（約４６億円）

医療支援 救急医療アクセス向上の受益者人口が約１．９万人、出血多量時の救命率が向上（約２．２億円）

利活用 通勤利便性の向上による雇用拡大・定住促進に寄与

自然環境保全 走行環境の改善によりCO2排出量が削減され、自然環境の保全価値を創出（約０．６億円）

地域産業（農業）支援 安定した農産品の輸送環境による荷痛み防止、品質向上による増収（約７．１億円）

雇用創出効果 北秋田市周辺への企業進出に伴う新規雇用創出と労働所得の生成（約４５３億円）

総便益（∑B） ２０５億円 ＋ その他の効果 ２０５億円 ＋ その他の効果

1



これまでの開通による所要時間の変化１.時間信頼性向上

総余裕時間費用
（億円／年）

③時間信頼性
向上便益

（億円／年）
①‐②

④時間信頼性
向上便益

現在価値換算
（億円／50年）①整備なし ②整備あり

二ツ井今泉道路 461.67 461.27 0.40 8.11

▼時間信頼性向上便益算出結果

「時間信頼性向上便益算定マニュアル（案）」
に基づき便益換算した結果、

約８億円の効果が見込まれる

時間信頼性向上の効果

出典：ETC2.0道路プローブデータ（R3.4～6月） 国道7号（現道）ルート ・ 日沿道ルート を比較

大館市役所T’15= 19,800台/日

T’15= 11,500台/日

大館北IC

大館南IC

二井田真中IC

鷹巣IC
大館能代
空港IC

今泉IC (仮)小繋IC(仮)二ツ井白神IC
至
秋
田
市

至
能
代
南
Ｉ
Ｃ

至
青
森
市

至
小
坂
Ｊ
Ｃ
Ｔ

二ツ井今泉道路
延長4.5km

北秋田市役所

能代市

藤里町

北秋田市

大館市

大館能代空港能代東IC

T’15= 9,200台/日

T’15= 16,500台/日

蟹沢IC

伊勢堂岱IC

至 大仙市

：開通済

：事業中

：評価対象区間

：高規格幹線道路

：一般国道

：主要地方道・県道

凡 例

その他道路凡例

道路種別

：市役所

：Ｈ27センサス交通量

○二ツ井今泉道路が開通する事により所要時間が短縮するほか、所要時間のばらつきが ２分 ⇒ １分 に小さくなる。また、余裕時間も
1.5分 → 0.5分 に小さくなる。

○「時間信頼性向上便益算定マニュアル（案）」に基づき便益換算を行うと、約８億円の効果に相当する。

2

余裕時間※
1.5分

平均
所要時間
5.5分

時間差
２分

最大
７分

余裕時間※
0.5分

時間差
１分

最小
3.5
分

最大
4.5
分

0%

20%

40%

60%

80%

100%

2 3 4 5 6 7 8 9

日沿道ルート（試算）

国道７号ルート

▼二ツ井今泉道路による所要時間ばらつきの改善イメージ

（分）

平均
所要時間

４分

二ツ井今泉道路の利用により、
所要時間のばらつきが縮小

最小
５分

平均所要時間
5.5分

平均所要時間
4分

〔事業区間の通過時間〕

6分
4分

0

2

4

6

国道7号 日沿道

約2分
削減

総余裕時間費用の差（便益）

0.40億円/年

＝

※遅刻の可能性を無くすために余裕を
持って早めに出る必要がある時間



八竜IC

能代南IC

能代東ＩC

大館北IC

大館南IC

二井田真中IC

鷹巣IC

小繋IC
(仮)

至小坂

大館能代
空港IC

伊勢
堂岱ＩＣ

今泉IC(仮)

E7

二ツ井
白神IC

蟹沢ＩＣ

二ツ井今泉道路
延長4.5km

鷹巣大館道路（Ⅱ期）

鷹巣大館道路
Ｈ28開通

延長8.3km

二ツ井白神～大館能代空港
延長18.0km 延長3.9km延長1.7km

E7

〇大館地区や小坂地区など、沿線各地で環境・リサイクル事業が推進されており、目標値を上回る実績に加え更なる伸展が予見される。
〇近年では広域汚泥資源化事業の稼働が開始されており、下水道終末処理場等から発生する汚泥を大館処理センターで集約処理。
○この事業により約40億円の事業効果が想定される他、今後の開通に伴って輸送の効率化・コスト削減による効果の上積みが期待。

２.産業支援（1）

【事業効果の試算（内訳）】
・秋田市や大仙市への運搬が不要となり、運送費が削減
・資源化により、焼却炉が廃止され維持管理費用が削減
⇒ 20年間で約40億円の削減 〔年間２億円の単純価値〕

産業支援の効果
「県北地区広域汚泥資源化事業」の事業効果
に計上された経費の削減量を、費用便益分析
の現在価値換算〔20年間〕により試算した結果、
約24億円以上の効果が見込まれる

（億円）

出典：第２期ふるさと秋田元気創造プラン・政策評価結果、第２期秋田エコタウンプラン

▼秋田県の環境・リサイクル関連対象企業の製造品売上額

11 15 74 73 77
118

145
174

147
199

0

50

100

150

200

H14 H16 H18 H20 H22 H24 H25 H26 H27 H28 H29

（H25.11）大館北～小坂開通

（H19.8）能代東～二ツ井白神開通

（H23.12）二井田真中～大館南開通

（H18.7）能代南～能代東開通

（H23.4 ）大館北～小坂間の
開通時期（H25）公表

（H25.6）鷹巣大館道路の
開通時期（H28）公表

（H28.10）鷹巣大館道路
（二井田真中～鷹巣）開通

H29

・・・・・

H33

旧
目標値
199

新
目標値
247

※H28実績で
目標達成済み

第１期ふるさと秋田元気創造プラ
ン

第２期ふるさと秋田元気創造プラ
ン

106

65

0

40

80

120

現行更新 集約整備

（億円）

出典：秋田県 第２回下水道財政のあり方に関する研究会資料

※事業費用：し尿施設更新費＋２０年間処分費
出典：秋田県 第２回下水道財政のあり方に関する研究会資料

▼集約化による事業効果（費用）
約40億円

縮減

3

▼既存施設から広域処理施設への搬入ルート

：開通済

：事業中

：評価対象区間

：高規格幹線道路

：一般国道

：主要地方道・県道

凡 例

その他道路凡例
道路種別

285

7

103

7

至鹿角

○県北地区広域汚泥資源化施設（R2.4.1運転開始）
⇒各地から最大50台/日の搬入に対応

○米代川流域下水道大館処理センター（R3稼動予定）
⇒各地から最大7台/日の搬入予定

能代港

八森浄化センター

沢目浄化センター

能代終末処理場

藤里浄化センター

大館市し尿
処理場

鹿角し尿
処理場より

中央衛生
処理場

大館市

北秋田市

藤里町

八峰町

能代市

三種町

▼秋田県北部エコタウンの施設配置図

大館市

北秋田市

藤里町
八峰町

能代市

三種町

鹿角市

小坂町

285

E7

7

E7

E4

7

105

103

二ツ井
今泉道路

4.5km

環境・リサイクル事業施設

H28開通H30開通

※「秋田県北部エコタウン計画」
1999年承認

鷹巣西道路
Ｒ2開通

延長5.3km



秋田港

＜人工透析器＞

出典：医療機器
メーカー

釈迦内産業団地

H24～R2で新設した工場

H24～R2で増設した工場

北秋田大野台
工業団地

N

大館市北秋田市

藤里町

小坂町

鷹巣IC

二井田真中IC

今泉
IC(仮)

小繋IC(仮)

二ツ井白神IC
大館能代
空港IC

蟹沢IC

伊勢堂岱IC

大館北IC

小坂北
IC

小坂JCT

小坂IC

十和田IC

大館南IC

能代市

能代港

能代東IC

能代南IC
能代木材
工業団地

能代工業団地

八竜IC

八峰町

凡 例
開通済
事業中

評価対象区間
高規格幹線道路
一般国道
主要地方道・県道

・秋田港への
安定的な輸送

・ダブルネットワークの
活用による
全国配送網の充実

関西の
医療機関
関西の

医療機関
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新設増設件数累計 新規雇用者数累計
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87工場
90工場

98工場

出典）北秋田市・大館市資料

20工場
32工場

46工場

2工場 4工場

64工場

※工場数はH22からの累計値

69工場
79工場

（Ｈ30.10時点）

〇日沿道の開通時期公表や延伸に伴い、北秋田市と大館市ではH22年以降に工場の新増設が続くなど設備投資が活発化している。
〇秋田港の海外輸出額も増加傾向にあり、特に、中国などへ輸出される大館市の医療機器等製造品（一般機械）の輸出額が増加。
〇医療機器メーカーは日沿道と東北道のダブルネットワーク形成を見据え、大館市に国内拠点となる設備投資（約178億円）を実施。

２.産業支援（2）

◆平成24～27年度：計140億円の設備投資
・新たな研究・開発、人工透析器等の需要増大に対応するための 体制強化
・人工透析器の増産に向け、120人を新規雇用

平成24年 工場増設（研究・開発の第6工場）
平成26年 工場増設（金型製造・保守）
平成27年 工場増設（人工透析器製造ライン及び第6工場

◆平成26年10月：中国向け輸出を秋田港に転換
・今後の日沿道開通を見据え、中国向け輸出の約７割を秋田港に転換

◆平成28年8月：グループ会社が工場新設
・海外展開の生産拠点として「大館工場」を新設：約38億円の設備投資

◆平成30年 医療機器の秋田港年間輸出額が、初めて100億円突破

▼近年の大館市・北秋田市における主な新設・増設工場（大館市の医療機器メーカーの製品出荷ルート）

■秋田県の外貿コンテナ貨物の
輸出相手国

中国
24%

アメリカ
17%

タイ
9%フィリピン

6%インドネシア
7%

マレーシア
6%

ベトナム
6%

その他
25%

秋田県貿易
総輸出額
738億円
（R1）

出典：秋田県の貿易

医療機器等

産業支援の効果
日沿道と東北道のダブルネットワーク形成を見据え、大館市に

国内拠点となる設備投資（約178億円）を実施
178億円以上の経済波及効果が見込まれる

（H25.11）
大館北～
小坂開通

（H23.12）
二井田真中～
大館南開通

（H25.6）
鷹巣大館道路の

開通時期（H28）
公 表

（H28.10）
鷹巣大館道路

（二井田真中～鷹巣）
開 通

▼北秋田市・大館市の新設増設件数と新規雇用者数の推移

（H23.4 ）
大館北～小坂間の
開通時期（H25）

公 表

〔医療機器メーカの事業拡張〕

（H30.3）
鷹巣大館道路

（大館能代空港
～鷹巣）
開 通

秋田港から
中国へ

秋田港から
中国へ

・二井田工業団地
・大館工業団地
・大館第二工業団地

（R2.12）
鷹巣大館道路

（蟹沢～
大館能代空港）

開 通

4

二ツ井今泉道路
延長4.5km

鷹巣大館道路

延長
1.7km

鷹巣大館道路

延長8.3km

琴丘能代道路
（能代南～二ツ井白神） 二ツ井白神～大館能代空港

延長18.0km延長16.7km

大館西道路 大館北～小坂

延長8.8km 延長14.0km
Ｈ25開通 Ｈ25開通Ｈ28開通Ｈ19開通

延長
5.3km

（Ⅱ期）

鷹巣西
道路

Ｒ2開通

延長
3.9km
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■品目別輸出額の推移

出典：秋田県の貿易

H28開通 H30開通



▼観光入込客数5万人以上の地点

秋田県
観光

入込客数
1106万人

○県北地域は自然や歴史・文化など幅広い観光コンテンツが魅力であり、入込客数５万人以上の観光施設が広く点在する。
○事業箇所に近接する道の駅「ふたつい」では、移転前と比べて約９倍の来訪者数（約100万人/年）があり交流人口が大幅に拡大。
○鷹巣大館道路では、開通後に休日の交通量が約１割増化※１した実績もあり、全線開通による観光面の経済波及効果が期待される。

▼秋田県における観光旅行の実態

宿泊42万人(5％)
消費額単価16,161円

日帰り729万人(95％)
消費額単価3,400円

宿泊108万人(32％)
消費額単価25,069円

日帰り227万人(68％)
消費額単価4,681円

観光消費額単価平均:6,068円

秋田県内771万人
(70％)

秋田県外335万人
(30％)

資料:(一社)日本旅行業協会、「数字が語る旅行業2020」より算出

▼道の駅利用者の移動目的

※【調査日】平日：R1.7.17(水)、休日：7.28(日)
※「県北居住者」：能代市，大館市，鹿角市，北秋田市，小坂町，

上小阿仁村，藤里町，三種町，八峰町の居住者

仕事
18.7%
37件

私用
10.1%
20件

移動目的
（県北居住者以外）

198件
観光・レジャー

65.2%
129件

その他
6.1%
12件

観光・
レジャー目的
が約７割

出典：利用者アンケート調査

■道の駅「ふたつい」 ■年間の来場者数比較
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移転前の累計来場者数 移転後の累計来場者数万人 万人

7月6日
100万人達成

年間目標値を
５ヶ月で達成
（46万人）

7月15日
移転・オープン

来
場
者
数
（
単
月
）

出典：道の駅ふたつい提供データ（レジ通過者より算出）

約９倍に
増加

３.観光支援
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凡 例
開通済
事業中

評価対象区間
高規格幹線道路
一般国道
主要地方道・県道

二ツ井
今泉道路
4.5km

鷹巣大館道路 鷹巣大館道路

8.3km

琴丘能代道路
（能代南～二ツ井白神）

二ツ井白神～大館能代空港
18.0km16.7km

大館西道路 大館～小坂

8.8km 14.0km
Ｈ25開通 Ｈ25開通

Ｈ28開通Ｈ19開通

5.3km

（Ⅱ期）

1.7km 3.9km

【 観光地点 】 ※H31年で5万人以上の観光地点
北秋田市・上小阿仁村・能代市・八峰町・三種町
鹿角市・小坂町・大館市
H28年以降で新たに入込客数が5万人以上となった地点
冬期の行祭事・イベント地点

5

鷹巣西
道路

Ｒ2開通

9,445 

10,328 

5,000 7,000 9,000 11,000 

開通前

開通後

約１割
増

【※１】休日交通量の増化
開通後：H30.3.24～3.31の休日3日間平均
開通前：H30.3.10～3.17の休日4日間平均
(国道７号_今泉 常時観測地点の交通量）

7

道の駅ふたつい

至 大館市

至 秋田市

R2.3撮影

H28開通H30開通

至
秋
田
市

至
大
仙
市

至 青森市至 青森県

二ツ井今泉道路の計画交通量： 12,100 台/日
国道７号交通量の平休比（R7今泉トラカン）： 1.08
道の駅ふたつい立ち寄り率（休日ナンバープレート調査） ：15.7％
平均乗車人員（時間価値原単位および走行経費原単位(平成20年価格)）：1.30
道の駅利用者の観光・レジャー目的割合：65.2％
年間休日日数（平均的な概数）：120日/年
⇒道路整備によって純増する想定観光入込客数：43,754人/年

道路整備によって増加が想定される観光入込客数と観光消費額平均単
価により、観光面の経済波及効果を現在価値換算〔50年間〕した結果

約46億円の効果が見込まれる

観光支援の効果
2,740台/日の純増

※１



▼ 三次救急医療カバー圏域の拡大

４.医療支援

30秒 1 3 52 10 30 1時間15
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▼ カーラーの救命率曲線

未整備時

整備時

琴丘森岳IC

八竜IC

能代南IC

能代東ＩC

大館北IC

大館南IC

二井田真中IC

鷹巣IC

小繋IC(仮)

小坂JCT
小坂北IC

二ツ井今泉道路
延長4.5km

大館能代空港IC

伊勢
堂岱IC

今泉IC(仮)

285

7

E7

E4

7

105

103

：開通済

：事業中

：評価対象区間

：高規格幹線道路

：一般国道

：主要地方道・県道

凡 例

その他道路凡例

道路種別

二ツ井
白神IC

蟹沢
IC

二ツ井今泉道路の整備により、
多量出血時の救命率が約１％向上する。

今泉IC～以東
搬送ルート

E7

○二ツ井今泉道路の整備により、高次救急医療施設へのアクセス時間が２分短縮し、多量出血時の救命率が改善
○時間短縮の受益者人口は約1.9万人となり、救命率の改善によって生じるアクセス向上の便益は約2.2億円

68
66

50

60

70

未整備時 整備時

（分）

▼三次医療施設アクセス時間の変化

２分短縮

• １年間に生じる救命件数の総額
⇨ 多量出血による救命人数 ✕ 人命価値

＝ 約0.11億円／年間

（50年間の現在価値化）

二ツ井今泉道路の整備による高次救急医療
活動のアクセス向上便益

2.2億円の救命効果と試算

救急医療のアクセス向上効果

6

約99％

約98％

資料：H27全国道路・街路交通情勢調査
H27年以降の開通区間は70km/hと設定

二ツ井今泉道路の整備により
２分短縮されたカバー圏域

受益者人口

約1.9万人

秋田大学
医学部附属病院
（三次）へ

至
青
森
市

至 大仙市

至 青森県

至 秋田市



大館市

北秋田市

藤里町

八峰町

能代市

三種町

上小阿仁村八郎潟町

大潟村

小坂町

平川市

大館能代空港
285

E7

7

E7

E4

7

105

大館能代空港IC
鷹巣IC

二井田真中IC

今泉IC
(仮)

103

二ツ井
白神IC 小繋IC

(仮)
蟹沢
IC

伊勢
堂岱
IC

能代東
IC

能代南
IC

八竜IC

琴丘森岳
IC

碇ヶ関
IC

小坂北IC
小坂
JCT

大館北
IC

大館南IC

小坂
IC

十和田
IC

鹿角
八幡平

IC

鷹巣西
道路

Ｒ2開通

５.利活用（雇用拡大・定住促進）
○県北地域は、高校新卒者の求人倍率が全国・県平均を大幅な高水準を維持。
○日沿道の既開通区間沿線の企業では、地域間の通勤時の利便性を実感。一方、能代市方面からの雇用の拡大には至っていない。
○開通区間を含む日沿道の整備により、能代市方面からの通勤の利便性が向上、県北地域の雇用機会の拡大や定住促進に期待。

■県北地域内の企業の声
・北秋田市からの通勤者は、空港まで高速が繋がったことで、通勤時

間の短縮に繋がっている。
・現在は能代市方面からの通勤者はいないが、日沿道の整備によ

り、雇用機会の増加や大館市への定住に期待している。
(大館工業団地内の企業/R1.12ヒアリング)

・大館市方面からの通勤者は、高速道路が整備されたことで通勤経
路を一般道と高速道路の両方選べるメリットを感じている。

・ここ数年、新規高卒者の採用を行っており、実家・地元からの通勤
がし易くなったと実感している。

(小坂町リサイクル関連企業/R1.12ヒアリング)

0.56

0.83

1.24

1.72

2.42

2.01

2.86
3.13

3.42

2.82

2.52

0

0.5

1

1.5

2

2.5

3

3.5

4

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31

県北 秋田県 全国

▼高校新卒者の求人倍率の推移

出典）秋田県労働局、厚生労働省
※各年7月時点の求人倍率

全国・秋田県平均よりも
大幅な高水準を維持

▼大館市工業団地６０分圏の変化

資料：【時間圏】H27道路交通センサスピーク時旅行速度を基本に算出（H27以降の日沿道開通区間は70km/hと設定）
【通勤通学】H27国勢調査 7

凡 例
開通済
事業中

評価対象区間
高規格幹線道路
一般国道
主要地方道・県道

北秋田市

44%

鹿角市

27%

小坂町

7%

青森県

6%

能代市

8%

秋田市

4%

藤里町

1%

その他

3%

市外からの
通勤者
3,295人
（H27）

■大館市外からの大館市への通勤割合

能代市方面
は低い

日沿道未整備時
R2年度末（現況）
日沿道全線整備時

二ツ井
今泉道路
4.5km

鷹巣大館道路
（Ⅱ期）

鷹巣大館道路
Ｈ28開通

8.3km

琴丘能代道路
（能代南～二ツ井白神）

Ｈ19開通 二ツ井白神～大館能代空港
18.0km16.7km

大館西道路
Ｈ25開通

大館～小坂
Ｈ25開通

8.8km 14.0km

5.3km

1.7km 3.9km

二井田工業団地
大館工業団地

大館第二工業団地

小坂町に集積
するリサイクル

関連企業7

285

H28開通H30開通

五城目
八郎潟IC

至
青
森
県

至 大仙市



６.自然環境保全
○二ツ井今泉道路の周辺地域は、世界自然遺産の「白神山地」や、日本三大 “樹氷” 鑑賞地に挙げられる「森吉山」などがある。
○これら自然資源への来訪者の多くは自動車利用のため、CO2排出による環境への負荷が懸念。
○二ツ井今泉道路の開通により、走行環境が改善し年間で約969tのCO2が削減され、約60百万円の自然環境保全価値を創出。

大館市

北秋田市

藤里町

八峰町

能代市

三種町

上小阿仁村

鹿角市

八郎潟町

大潟村

小坂町ハタハタ館

八幡平温泉郷

湯瀬温泉郷

矢立温泉郷

鹿角観光
ふるさと館

ニプロハチ公ドーム
（大館樹海ドーム）

北欧の杜公園

道の駅 かみこあに

能代エナジアムパーク

はちもり観光市

体験学習物産館
サンバリオ

釜谷浜海
水浴場

道の駅 おおゆ
（H30年4月オープン）

道の駅 ひない

四季美館

道の駅 こさか七滝

大館能代空港
285

E7

7

E7

E4

7

105

伊勢堂岱遺跡
R3年世界遺産

登録決定

二ツ井今泉道路
延長4.5km

アメッコ市

＜その他観光地＞※年間5万人以上の観光地点
北秋田市・上小阿仁村・能代市・八峰町・三種町
鹿角市・小坂町・大館市
H28年以降で新たに入込客数が5万人以上となった地点
冬期の行祭事・イベント地点

大館能代空港IC
鷹巣IC

二井田真中IC道の駅 たかのす
伊勢堂岱温泉

縄文の湯今泉IC
(仮)

103

二ツ井
白神IC 小繋IC

(仮)

道の駅ふたつい
（H30年7月移転オープン）

蟹沢
IC

伊勢
堂岱
IC

大湯温泉郷

雪沢温泉郷

能代東
IC

能代南
IC

八竜IC

琴丘森岳IC

碇ヶ関IC

小坂北IC
小坂
JCT

大館北
IC

大館南IC

秋田犬の里
（R1年５月オープン）

小坂
IC

十和田
IC

鹿角
八幡平

IC

白神山地
世界遺産
センター

もちっこ市
高岩神社

凡 例
開通済
事業中

評価対象区間
高規格幹線道路
一般国道
主要地方道・県道

白神山地のブナ林 岳岱（だけだい）

白神山地

森吉山
阿仁スキー場
（ゴンドラ）

太平湖

桃洞滝
安の滝

小又峡

幸兵衛滝

森吉山（北秋田市）の樹氷

＜自然資源＞

白神山地、森吉山

自然観光関連施設
8

▼二ツ井今泉道路の整備によるCO2の排出量の変化

※H21.6「公共事業評価の費用便益分析に関する技術指針（共通編）」の
炭素換算トンあたりCO2の貨幣評価原単位10,600円/ｔ‐Cより算定

※平成15年11月25日付け事務連絡「客観的評価指標の定量的評価指標の算出手
法について」の別紙『客観的評価指標の定量的評価指標の算出手法(案)』より算定

CO2の1tあたりの削減価値は
2,890円とすると

約60百万円（現在価値換算〔50年間〕した結果）
の自然環境保全価値が創出される

●二ツ井今泉道路の整備により

3,552,083 

3,551,114 

3,550,000

3,551,000

3,552,000

3,553,000

整備前 整備後

（ｔ‐CO2）

約969ｔ減

至
青
森
県

至 青森市

至 大仙市

【二ツ井今泉道路の整備によって】
• 国道７号から速達性に優れる自専道に交通が転換
• 他路線からも、新たな最短ルートとして広域的に転換
➡影響エリア全体の速度向上により燃費効率が改善



大館市

北秋田市

藤里町

八峰町

能代市

三種町

上小阿仁村八郎潟町

大潟村

小坂町

平川市

大館能代空港

E7

大館能代空港IC
鷹巣IC

二井田
真中IC

今泉IC
(仮)

二ツ井
白神IC

小繋IC
(仮)

蟹沢
IC

伊勢
堂岱
IC

能代東
IC

能代南
IC

八竜IC

琴丘森岳IC

碇ヶ関
IC

小坂北IC 小坂
JCT

大館北
IC

大館南IC

小坂
IC

十和田
IC

鹿角
八幡平

IC

鷹巣西
道路

R2開通

Ｒ2開通

二ツ井
今泉道路
4.5km

鷹巣大館道路
（Ⅱ期）H30開通

鷹巣大館道路
Ｈ28開通

8.3km

琴丘能代道路
（能代南～二ツ井白神）

Ｈ19開通 二ツ井白神～大館能代空港
18.0km16.7km

大館西道路
Ｈ25開通

大館～小坂
Ｈ25開通

8.8km 14.0km

5.3km

1.7km 3.9km

関東へ
出荷

105

285

285

103

7

7

7

E4

E7

五城目
八郎潟IC

昭和男鹿半島IC

秋田市、
関東へ出荷

７.地域産業（農業）支援

秋田
15%

茨城
13%

青森
13%

北海道
10%

栃木
9%

千葉
9%

埼玉
7%

その他
24%

R2
（10～12月）

16,241t

▼ねぎの東京都中央卸売市場シェア
（R2.10～12月）

資料：東京都中央卸売市場HP

全国1位

▼枝豆の東京都中央卸売市場シェア
（7～10月）

資料：東京都中央卸売市場HP

群馬
32%

秋田
29%

山形
13%

新潟
7%

埼玉
7%

千葉
4%

神奈川
2% その他

6%

R2
（7～10月）

4,035t

全国2位

写真：秋田県HP

■ 沿線地域における主要農産品

○日沿道の整備は、大消費地への安定した農産品輸送を支え、地域の特産品の品質の向上に寄与する。
○荷痛み防止の効果による市場価格の上昇に伴い、約7.1億円の経済波及効果と試算。

9

R2年度の総販売額
・・・ 17.75億円

⇨ うち2％相当額
0.36億円／年

R2年度の総販売額
・・・ 10.4百万円

⇨ うち2%相当額
0.21百万円／年

（50年間の現在価値化）
日沿道の整備による農産品の荷痛み防止による

市場価格の上昇効果
7.1億円の経済効果と試算

農産品の安定輸送の向上効果

資料：JAあきた白神 資料：JAあきた白神

※２％相当：「新たな土地改良の効果算定マニュアル」の荷傷み防止による増収率の品目値を援用（たまねぎ、なす、レタス等）

■「ねぎ」と「枝豆」の出荷ルート

凡 例
開通済
事業中

評価対象区間
高規格幹線道路
一般国道
主要地方道・県道

写真：JAあきた
白神HP

＜輸送ルート＞
枝豆
ねぎ

H28開通H30開通

至
秋
田
市

至
青
森
県

至 大仙市

JAあきた北
JAあきた白神

（園芸メガ団地）

JAかづの

JA秋田
たかのす

JA秋田やまもと

積込積込

積込積込
積込積込積込積込

積込積込

JAあきた
白神

積込積込



８.雇用創出効果
○日沿道の沿線地域では約900人の新規雇用が創出され、約453億円の経済波及効果が雇用者所得として試算。
■ 二ツ井今泉道路周辺の企業立地動向

釈迦内産業団地

H24～R2で新設した工場

H24～R2で増設した工場

北秋田大野台
工業団地

二ツ井今泉道路
延長4.5km

・二井田工業団地
・大館工業団地
・大館第二工業団地

N

大館市
北秋田市

藤里町 小坂町

■北秋田市の新増設件数と新規雇用者数*1の推移 ■大館市の新設増設件数と新規雇用者数*2の推移

1工場 3工場4工場 4工場
5工場

6工場
8工場

12工場
16工場

17工場
20工場

17
47 57 57 67 88

101
128

133
171

192

0

50

100

150

200

0

5

10

15

20

25

30

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 R2

新
規
雇
用
者
数
累
計

新
設
増
設
件
数
累
計

新設増設件数累計

新規雇用者数累計

（人）（件）

（年度）

資料：北秋田市提供

20工場が新増設192名の雇用創出

※工場数はH22からの累計値

H23.4
大館北～小坂
開通時期公表

H25.11
大館北～小坂

開通

H28.10
鷹巣～二井田真中

開通

*1：正規雇用者数

144
207

369

579 628 628
685 693 703

0

200

400

600

800

0

40

80

120

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 R2

新
規
雇
用
者
数
累
計

新
設
増
設
件
数
累
計

新設増設件数累計

新規雇用者数累計

（人）（件）

（年度）

71工場
73工場

78工場

資料：大館市提供

16工場
28工場

41工場

1工場 1工場

58工場

※工場数はH22からの累計値

61工場

*2：パート含みの
雇用者数

78工場が新増設 703名の雇用創出

67工場

H23.4
大館北～小坂
開通時期公表

H25.11
大館北～小坂

開通

H28.10
鷹巣～二井田真中

開通

H30.3
空港～鷹巣
開通

延べ38億円の投資（H22～R2） 延べ665億の投資（H24～R2）

※R2の新規雇用者数は見込みを含む

H30.3
空港～鷹巣
開通

R2.12
蟹沢～空港
開通

R2.12
蟹沢～空港
開通

鷹巣IC

二井田真中IC

今泉
IC(仮)

小繋IC(仮)

二ツ井白神IC
大館能代
空港IC

蟹沢IC

伊勢堂岱IC

大館北IC

小坂北
IC

小坂JCT

小坂IC

十和田IC

大館南IC

能代市

能代港

能代東IC

能代南IC
能代木材
工業団地

能代工業団地

八竜IC

八峰町

凡 例
開通済
事業中

評価対象区間
高規格幹線道路
一般国道
主要地方道・県道

• 沿線地域で産業集積が進む、北秋田市と大
館市の新規雇用者数は、合計で約900人に
まで拡大（自治体情報より）

⇨ 北秋田市 ・・・ 192人
⇨ 大館市 ・・・・・ 703人 など

• 北秋田市および大館市の平均所得額は、
約250万円前後（総務省統計より）
⇨ 北秋田市 ・・・ 244万9886円
⇨ 大館市 ・・・・・ 257万2644円

資料：市区町村別の課税対象所得の
総額を納税者数で除算した額

• 新たに生じた所得の総額
⇨ 新規雇用数 ✕ 平均所得

＝ 約23億円／年間

（50年間の現在価値化）

日沿道と東北道のダブルネットワーク形成を
見据えた企業立地の増進伴う所得効果
453億円以上の経済波及効果

雇用創出の経済効果
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至
青
森
市

至 大仙市

至 青森県

至 秋田市



（参考）日沿道（能代～小坂間） 一体評価（仮算出）の費用便益分析結果

項目 全体事業 残事業

費用

事業費 ３，７７０億円 ８７億円

維持管理費 ６８２億円 １３億円

総費用（C） ４，４５２億円 １０１億円

便益

走行時間短縮便益 ４，２９７億円 １７５億円

走行経費減少便益 ７６４億円 ２６億円

交通事故減少便益 １４７億円 ６．２億円

総便益 ５，２０９億円 ２０７億円

B/C １．２ ２．１

八竜IC

能代南IC

能代東ＩC

大館北IC

大館南IC

二井田真中IC

鷹巣IC

小繋IC(仮)

小坂JCT
小坂北IC

二ツ井今泉道路
延長4.5km

鷹巣大館道路 鷹巣大館道路

延長8.3km

琴丘能代道路
（能代南～二ツ井白神） 大館西道路

大館北～小坂

延長14.0km
Ｈ25開通

Ｈ28開通

延長
5.3km

大館能代空港IC

伊勢
堂岱ＩＣ

（Ⅱ期）

今泉IC(仮)

285

7

E7

E4

7

103

鷹巣西
道路

Ｒ2開通

：開通済

：事業中

：評価対象区間

：高規格幹線道路

：一般国道

：主要地方道・県道

凡 例

その他道路凡例

道路種別E7

二ツ井
白神IC

蟹沢
ＩＣ

延長
3.9km

延長
1.7km

H30開通 H28開通

道の駅
ふたつい

〔能代市～大館市の所要時間〕

大館市

能代市

至
秋
田
市

至 青森市

至 大仙市 至 岩手県

至 青森県
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延長
10km

延長
6.7km

H19開通 H20開通

延長
4.6km

延長
2.6km

H23開通 H10開通 H25開通

延長
1.6km

▲能代～小坂間について、開通済み区間も含めた一体評価を仮算出

■算出条件
➢開通済み区間も含めて算出
➢一番最後の開通から50年間で算出


